
同志社大学・心理学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１０

基盤研究(C)（一般）

2023～2018

達成目標の認知機能への影響メカニズムの解明：fNIRSを用いた検討

The impact of achievement goals on cognitive function: An examination of the 
process using fNIRS

００３７３０８５研究者番号：

田中　あゆみ（Tanaka, Ayumi）

研究期間：

１８Ｋ０３０５０

年 月 日現在  ６   ６ １０

円     2,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究は達成目標理論にもとづき4つの達成目標（マスタリー接近，マスタリー回
避，パフォーマンス接近，パフォーマンス回避目標）が認知機能に及ぼす影響のメカニズムを，日本で生まれた
脳画像技術であるfNIRS (functional near-infrared spectroscopy:機能的近赤外線分光法）を用いて検討し
た。失敗状況を操作する実験を行い，先行研究で見出されてきた，パフォーマンス接近目標と課題成績との促進
的な関連およびマスタリー回避目標，パフォーマンス回避目標とのネガティブな関連が，前頭葉の脳賦活に媒介
されることを示唆する結果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The present study used the framework of achievement goal theory and examined
 the process of the effect of four achievement goals (mastery-approach, mastery-avoidance, 
performance-approach, and performance-avoidance goals) on cognitive functions using fNIRS 
(functional near-infrared spectroscopy). The results suggest that prefrontal activation may mediate 
the positive relationship of performance-approach goals and the negative relationship of 
mastery-avoidance and performance-avoidance goals with cognitive task performance found in previous 
research.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 動機づけ　達成目標　実行機能

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
教育心理学に神経科学の視点を取り入れる研究は未だ不足しており，教育心理学で蓄積された研究成果を神経科
学と結びつける本研究の試みは，学術的独自生が高く，挑戦性がある。意欲の問題は，現代の社会が直面する大
きな課題である。本研究は，学校での意欲向上のための取り組みをより効果の高いものにするという実践的意義
も有する。さらに本研究の特徴は，次世代の神経科学を支える新たな手法として注目されるfNIRSを利用すると
ころにある。fNIRSは，安全性が高く自然な体勢での測定が可能であり，心理学の実験での利用に最適である。
本研究を通じて日本の基礎技術を世界へ発信することにも貢献できるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 教育心理学の領域において，意欲の研
究の中でもっとも多くの研究者によって
利用されている理論が，Dweck（1986）や
Nicholls（1984）に提唱された達成目標理
論である。これは，課題を達成する場面
での努力や粘り強さ，認知的・感情的な
反応に，目標 (達成目標) が影響するこ
とを示す理論である。達成目標を分類す
る主要な次元を，何を目指すかという達
成の基準と，接近か回避かという達成の
バレンス(valence)の 2 軸として，4 つの
達成目標が提案されている (図 1)。 
 
 達成目標が，学校でのパフォーマンスに有意な効果をもつことは，複数のメタ分析により確認されて
おり (e.g., Van Yperen et al., 2015)，教室での授業実践に達成目標理論を取り入れる試みも始まった 
(町ら，2017)。しかし，なぜ達成目標に効果があるのか，達成目標がどのようなプロセスを経て学習活
動を変化させるのか，その基本的なメカニズムは不明であった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は，達成目標が認知機能に及ぼす影響のメカニズムを，fNIRS (functional Near-Infrared 
Spectroscopy：機能的近赤外線分光法) を用いて神経科学的に解明することを目的とした。達成目標
研究で効果が認められている CANTAB (Cambridge Neuro-psychological Test Automated Battery) の
認知課題を用いて，達成目標と認知課題実行中の脳賦活との関連を検討することで，達成目標の効
果に関わる神経基盤の一部を明らかにすることを目指すものであった。 
 
３．研究の方法 
研究 1 
 個人特性としての達成目標と，失敗経験後に行うプランニング課題中の前頭部及び側頭部の賦活と
の関連を，fNIRS を用いて評価する実験を大学生 81 名を対象に行った。  
前頭葉の脳賦活の測定 37ch の fNIRS (スペクトラテック社，OEG-17APD) を用いて測定した。 チャ
ンネルの配置を図 2 に示した。 
特 性 的 達 成 目 標 の 測 定  Elliot, Murayama, Kobeisy, and Lichtenfeld (2015) の Potential-
approach/avoidance (未来の自分がベストを発揮できることを目指す/未来の自分がベストを発揮でき
ないことを避けることを目指す) 目標（従来の Mastery-approach/avoidance 目標に対応）と Other-
approach/avoidance (他者と比べてよい成績をとることを目指す/悪い成績をとらないことを目指す) 
目標（従来の Performance-approach/avoidance 目標に対応）の尺度を用いて，学業における全般的，特
性的な達成目標を測定した。 
実験課題 CANTAB の One Touch Stockings of Cambridge (OTS) というプランニング課題を用いた。
課題は iPad を用いて実施された。 
解決不可能課題 OTS の前に，一筆書きを利用した解決不可能課題 (図 3)を実施し，全員に失敗を
経験させた。 
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図1 達成目標を分類する主な次元と４つの達成目標
（Elliot & McGregor, 2001を改変）
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図2. OEG-17APDのチャンネル配置 図3. 一筆書き課題
(上段: 練習課題，

下段: 本課題 (解決不可能))



 

 

研究 2 
達成目標と失敗経験後の課題練習中および本課題中
の前頭葉賦活との関連を検討する実験を，大学生 65
名を対象に行った。失敗経験は，課題後に偽のフィード
バックをすることで操作し（失敗群），実際の得点を伝
える群を統制群とした。操作後に 1 分間課題を練習す
る時間を設けた後で，同じ課題を再度行わせた。 
前頭葉の脳賦活の測定 研究 1 と同様の方法で課題
中の脳賦活を測定した。 
実 験 課 題  CANTAB の Spatial Working Memory 
(SWM)という課題を用いた（図 4）。 
特性的達成目標の測定 研究 1 と同様の方法を用い
た。 
実験中の不安と認知的干渉の測定 Morris, Davis & 
Hutchings（1981）の尺度から 4 項目を選び，本実験の
内容に沿う表現に修正して実験中の不安を測定した
（e.g., 課題の成績を後悔している）。また，Sarason & 
Stoops（1978）の 11項目（e.g., なんでこれくらいの課題
ができないのかとイライラした）の安藤（1985）による日
本語版を使用し認知的干渉を測定した。 
 
研究 3 
大学生を対象に，fNIRS による脳賦活の評価を含めない実験を，事前登録をした上で行っている。実
験課題は研究 1, 2 で使用した CANTAB の OTS および SWM である。この実験は 2日にわたり行うも
ので，1 日目はオンラインで実施し，特性的達成目標の測定と，web 版の課題を実施する。2 日目は実
験室において対面で実施し，達成目標を操作した状態で，同じ課題を再度行なってもらう。サンプリン
グには open-ended sequential Bayes factor design を用いて，最低人数である 100 名を十分に超えたと
みなされた段階で最初の分析を行なった。その結果，帰無研究に対して研究仮説が支持されるか否か
について判断する十分なエビデンスが得られなかったことから，サンプリングを継続している。 
 
 
４．研究成果 
研究 1 
 重回帰分析の結果，Potential-approach 目標は失敗経験後の課題成績と正の関連があった。さらに，
Other-approach 目標は課題中の脳賦活と正の，Potential-avoidance 目標と負の関連が認められた（表
1）。先行研究で見出されてきた，パフォーマンス接近目標と課題成績との促進的な関連およびマスタ
リー回避目標とのネガティブな関連が，脳賦活に媒介される可能性を示唆する結果を得ることができ
た。 
 

 

β

達成目標

.15Potential-approach

-.33*Potential-avoidance

.35*Other-approach

-.02Other-avoidance

統制変数

.12解決不可能なことに気づいていたか

.06
fNIRSの分析ch数

.17*説明率（R2）

*p < .05

表1. 達成目標と前頭葉の賦活との関連（研究1）

図4. CANTAB Spatial Working 
Memory (SWM)の課題の例

画面上に表示された箱（図では灰色で表示）のうち，
トークン（図では黒色で表示）が隠れている箱を探し
てトークンを取り除く（右側の枠に，取り除かれた
トークンの数が表示される）。トークンは箱の数だけ
あり，どの箱からも１回は現れるが，すでに見つけ出
して取り除き終わった箱を再び選んでしまうと誤答と

してカウントされる。



 

 

研究 2 
練習中の脳賦活に対して，mastery-avoidance 目標得点が高いほど，群にかかわらず脳賦活が低下す

るという負の主効果と，その関連は，失敗を経験させた実験群のほうが強いという交互作用が有意だ
った。これらの効果は不安や認知的干渉を統制しても変わらなかった。さらに，練習後の 2 回目の課題
における脳賦活について，群に関わらず，performance-avoidance 目標が強いほど賦活が低いという負
の関連が有意だった。この関係は不安や認知的干渉を統制すると弱くなり，また不安や認知的干渉と
脳賦活には負の関連があったことから，performance-avoidance 目標が高まると，不安や認知的干渉が
高まり，脳賦活を下げるという媒介効果があることが予想された（図 5）。 
 

 

 
その他の成果 
 達成目標の機能の解明に結びつく重要な成果として，達成目標と記憶の符号化との関連を示す論文
（Ikeda et al., 2021），マインドセットとメタ認知の関連を検討した論文(Ikeda et al., 2022)が出版された。
さらに，本研究の成果の応用として，産業組織心理学会の部門別研究会 (組織行動部門) に招待さ
れ，「ゲーミフィケーションはモチベーションを生み出すか」というテーマに関する指定討論を行った（23
年 3 月）。さらに，日本デジタルゲーム学会にて，シンポジウム「ゲーミフィケーションをヒューマン・モチ
ベーションの理論から考察する」にて話題提供を行った（23年 9月）。  
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